
 
10 ⽉ 21 ⽇午後、国際機構において「留学⽣のための就職活動講座」を開催しました。

様々なバックグラウンドを持つ外国⼈留学⽣ 27 名が参加し、⽇本での就職活動への理解
を深めました。 
 

今年度第 1 回⽬となる今回は、「⽇本で働く先輩外国⼈の話を聞こう！」をテーマに実
施しました。ゲストスピーカーとして株式会社 PCO の WONG HIU YU 様をお迎えし、
⽇本企業で働くことを選んだ理由や、実際に働く中で感じた苦労、仕事を通じて学んだこ
となどについて英語でお話しいただきました。 
 

当⽇は、本学 1 年⽣の国際サポーターが司会を務めたほか、複数の国際サポーターが運
営を補助し、講座の円滑な実施を⽀えました。 
 

講演では、学校では学ぶ機会の少ない敬語やビジネス⽇本語、「ホウレンソウ（報告・
連絡・相談）」の重要性、⽇本企業特有のコミュニケーションへの対応などについて、⾃
⾝の経験を踏まえた実践的なアドバイスが紹介されました。また、課題や障壁を乗り越え
るためには、積極的に質問すること、メモを取ること、そして振り返りを⾏うことが⼤切
であるとのお話がありました。 

さらに、⽇本語能⼒試験の学習だけでなく、アルバイトやインターンシップ、ボランテ
ィア活動、⽇常的な会話などを通じて実践的な⽇本語⼒を⾝につけることの重要性につい
ても説明がありました。加えて、企業では Excelなどの基本的なパソコンスキルも求めら
れることから、「留学⽣ならではの強みを⽣かしながら、⾃分の次のステップについて考
えてほしい」と激励の⾔葉が送られました。 
 

後半の座談会では、後半の座談会では、ゲストスピーカーと⽇本⼈の先輩就活⽣ 2 名を
交え、英語による交流を⾏いました。参加者は 3つのテーブルに分かれ、15 分ごとの交替
制で、それぞれのアドバイスに⽿を傾けました。 

就職活動を開始した時期や応募した企業数、企業研究やウェブテスト対策に活⽤したア
プリ・参考書などが紹介されたほか、企業ごとに形式の異なるエントリーシート作成の難
しさなど、実際の就職活動に関する率直な経験談が共有されました。 

質疑応答では、「卒業論⽂と就職活動をどのように両⽴したか」「4⽉⼊社以外の採⽤機
会はあるのか」「インターンシップへの参加は必須か」「専攻分野と異なる業界を受験する
際、⾯接でどのように説明したか」といった質問が寄せられました。また、「⾃家⽤⾞は必
要か」「給与の交渉は可能か」といった質問もあり、終始和やかな雰囲気の中で活発な意
⾒交換が⾏われました。 
 



参加者からは、「⽇本での就職活動の進め⽅を聞くのは私にとって新しい経験でした。」「こ
のセミナーは、⽇本で就職活動をするための第⼀歩として、⾮常に⽰唆に富んでいまし
た。」「ラウンドテーブルは刺激的で、現実的な課題について議論する機会となりました。」
などの声が寄せられ、アンケートでも好意的な意⾒が多く⾒られました。 
 

今回の講座は、外国⼈留学⽣にとって⽇本での就職について理解を深める貴重な機会と
なりました。今後も国際機構では、外国⼈留学⽣のキャリア形成と就職活動を⽀援するた
め、様々な取組を実施していきます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 


